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平成 26年 9月 10日（水）に開催した第６回公立大学法人静岡文化芸術大学役員会の結果は次の 

とおりである。 

 

１ 議案 

（１）公立大学法人静岡文化芸術大学将来構想委員会規程の一部改正について 

 ア 趣旨 

事務局から、第２期中期計画（平成 28年度～平成 33年度）の策定にあたり、中期計画、年度

計画及びその自己点検評価に関する業務等を将来構想検討委員会の新たな所掌事項とするため、

当該規程の一部を改正することについて、その承認を求める。 

 イ 主な意見 

特になし 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

（２）任期付教員の再任について 

 ア 趣旨 

事務局から、英語・中国語教育センターの任期付教員から任期満了に伴う再任希望申出書の提

出があったことから、再任審査及び面接を行った結果、再任とすることについて意見を求める。 

 イ 主な意見 

特になし 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

（３）特任教授の任用について 

 ア 趣旨 

事務局から、8月の役員会で任用の必要性等の実施方針が承認された特任教授の任用に関し、

面接の結果、任用することについて意見を求める。 

 イ 主な意見 

特になし 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

（４）受託事業について 

 ア 趣旨 

事務局から、東海道街道文化創造事業実行委員会から「徳川家康公顕彰 400年記念事業 鷹狩

り実演及び講演会」、周智郡森町から「森町拠点防災倉庫建築実施設計（基本部分）業務委託」

及び静岡県から「浜松市沿岸域防潮堤デザイン作成業務委託」をそれぞれ受託することについて、

その承認を求める。 

 イ 主な意見 

特になし 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 
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（４）報告事項 

ア 平成25年度 業務実績に関する評価結果について 

事務局から、地方独立行政法人法に基づく平成 25 年度の業務実績について、県公立大学法

人評価委員会の評価結果が、全体として「中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでい

る」であったこと、また、チューター制の導入等の引き続き検討中の計画については残りの期

間で実現に向けて取り組んでいくよう意見・指摘等があったことが、報告された。 

イ 平成 25年度財務諸表及び剰余金の承認について 

事務局から、地方独立行政法人法に基づき静岡県知事あてに提出した財務諸表、及び剰余

金の中期計画に定める使途への充当申請について、知事に承認されたことが報告された。 

 ウ 平成 25年度に実施した地震・防災対策事業の実績について 

    事務局から、平成 25 年度に県の地震津波対策プロジェクトと連携して役員・教職員の給与

削減を実施し、それにより生じた財源等を活用して行った太陽光パネル設置等の地震・防災対

策事業実施結果が報告された。 

エ 平成 26年度オープンキャンパスの実施結果について 

事務局から、8 月に実施したオープンキャンパスについて、来場者数が前年を上回り最高と

なったこと、県西部の参加生徒が増えたこと等の実施結果の概要が報告された。 

オ 第 14回薪能の開催について 

事務局から、特別公開講座「薪能」を 10 月に二夜にわたって開催すること、また、これに

関連して、静岡県舞台芸術センターと連携して演劇公演「近代能楽集 綾の鼓」を別途開催す

ることが報告された。  

 

以上により、議事を終了 


